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若
林
区
の
北
部
に
位
置
す
る
中
倉
共
栄
会
は
幹
線

道
路
沿
い
に
大
型
店
舗
や
事
業
所
が
立
ち
並
び
、
一

歩
奥
に
入
る
と
閑
静
な
住
宅
が
広
が
る
地
域
で
す
。

　

今
回
は
中
倉
共
栄
会
で
町
内
会
長
と
ク
リ
ー
ン
仙

台
推
進
員
を
兼
務
さ
れ
て
い
る
佐
々
木 

伸
さ
ん
に
お

話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

当
地
区
は
道
幅
が
狭
く
集
積
所
の
設
置
に
苦
労
し

た
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
町
内
会
役
員
の
方
々

が
狭
い
土
地
で
も
た
く
さ
ん
ご
み
を
置
け
る
よ
う
に

と
棚
状
の
集
積
所
を
設
置
し
ま
し
た
。
現
在
で
も
役

員
の
皆
さ
ま
が
修
理
を
し
な
が
ら
大
切
に
使
用
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
か
ら
街
を
き
れ
い
に
す
る
活
動
が
盛

ん
で
、
住
民
、
町
内
会
役
員
、
民
間
企
業
の
三
者
で

ご
み
集
積
所
や
街
の
見
回
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
街

を
き
れ
い
に
す
る
習
慣
が
住
民
の
方
々
に
代
々
受
け

継
が
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ほ
と
ん
ど
ご
み
が

落
ち
て
い
な
い
き
れ
い
な
街
並
み
を
維
持
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
、
た
ま
に
は
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い

方
が
い
る
そ
う
で
、
面
と
向
か
っ
て
注
意
を
す
る
と

反
感
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
「
み
ん
な
き
れ

い
な
街
に
住
み
た
い
よ
ね
」
、
「
子
供
達
に
汚
れ
た

と
こ
ろ
を
見
せ
た
く
な
い
よ
ね
」
な
ど
と
諭
す
よ
う

に
話
し
か
け
る
そ
う
で
す
。
心
に
訴
え
か
け
る
よ
う

に
話
す
こ
と
で
、
お
互
い
が
気
ま
ず
い
雰
囲
気
に
な

ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

当
地
区
に
お
い
て
も
住
民
の
高
齢
化
が
進
み
、
集

積
所
ま
で
の
ご
み
出
し
が
大
変
と
い
う
相
談
が
増
え

て
き
た
た
め
、
ご
み
集
積
所
を
増
や
す
こ
と
に
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
道
幅
が
狭
く
、
集
積
所
の
確
保
が

難
し
い
こ
と
か
ら
、
若
林
環
境
事
業
所
に
相
談
し
、

カ
ラ
ス
や
ネ
コ
に
荒
さ
れ
に
く
く
、
場
所
を
と
ら
な

い
「
ハ
ン
サ
ム
ネ
ッ
ト
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
で

は
、
ご
み
出
し
が
楽
に
な
り
、
集
積
所
も
汚
れ
ず
、

地
域
の
方
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

集
積
所
の
増
設
に
関
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ま
が
現
状

を
よ
く
認
識
さ
れ
て
お
り
、
役
員
の
皆
さ
ま
も
地
域

の
方
々
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
説
明
し
た
成
果
だ

と
思
い
ま
す
。

　

推
進
員
の
藤
岡
さ
ん
は
、
「
こ
の
町
内
会
は
現
役

を
退
い
た
方
が
そ
れ

ぞ
れ
の
特
技
を
生
か

し
、
集
積
所
の
整
備

や
地
域
運
営
に
貢
献

し
て
い
る
素
晴
ら
し

い
町
内
会
で
す
。
」

と
話
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
印
象
的
で
し
た
。

●　編集・発行　仙台市環境局家庭ごみ減量課

●　電　　　話　２１４－８２２７

こんにちは推進員さん

平成２９年度クリーン仙台推進員委嘱式・表彰式を開催しました

仙台市環境局からのお知らせ

家庭ごみが減少しました！
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この通信もリサイクルできます。「雑がみ」として分別しましょう。

こ
ん
に
ち
は
推
進
員
さ
ん

心
に
呼
び
掛
け
て
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

【
若
林
区
】
中
倉
共
栄
会

環
境
施
設
見
学
会（
ワ
ケ
ル
く
ん
バ
ス
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

町
内
会
の
皆
さ
ま
で
、
バ
ス
に
乗
っ
て
環
境
施
設
を
見
学
し
ま
せ
ん
か
？
資
源

と
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
講
座
と
組
み
合
わ
せ
て
の
申
込
が
お
す
す
め
で
す
。

○
対
象　

町
内
会
、
社
会
学
級
、
子
ど
も
会
な
ど
の
20
名
以
上
40
名
以
内
の
団
体

○
運
行
日　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
４
月
、
祝
休
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

○
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
の
希
望
す
る
時
間

○
見
学
場
所　

ご
み
焼
却
工
場
、
資
源
化
セ
ン
タ
ー
、
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ほ
か

○
利
用
料　

無
料
。
昼
食
は
各
団
体
が
準
備
し
て
く
だ
さ

い
。

見
学
先
・
運
行
日
程
・
時
間
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

家
庭
ご
み
減
量
課　

２
１
４-

８
２
２
９

た
ま
き
さ
ん
サ
ロ
ン
講
座
の
ご
案
内

第
20
回 

海
の
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
「
海
の
中
の
雪
（
マ
リ
ン
ス
ノ
ウ
）
の
話
」

○
日
時　

10
月
15
日(

日)

10
時
30
分
～
12
時

○
講
師　

日
本
海
洋
学
会
教
育
問
題
研
究
会　

鋤
柄 

千
穂 

氏

○
定
員　

20
人 

○
申
込
み
方
法　

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
に
講
座
名
、
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
記
入
し
て
10
月
３
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
抽
選
後
、
当
選
者
へ
ご
連
絡
し
ま
す
）

申
・
問　

た
ま
き
さ
ん
サ
ロ
ン

〒
９
８
０-
０
８
４
５　

仙
台
市
青
葉
区
荒
巻
字
青
葉
４
６
８-

１

電
話 

２
１
４-
１
２
３
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

３
９
３-

５
０
３
８

Ｅ
メ
ー
ル ta

m
a
k
i3

s
a
lo

n
@

c
ity.s

e
n

d
a
i.jp

家庭ごみが減少しました！

　仙台市では、平成28年6月から、ＷＡＫＥ ＵＰ（ワケアップ）！仙台キャンペーンを実施し、10月

には「ごみ減量キャラバン2016」として、クリーン仙台推進員の方々が実施しているごみ集積所実態

調査に職員が同行し、調査・啓発を行うなど、様々な取り組みをすすめてきました。

　平成28年度の家庭ごみの量は、総量で約18万5千トンとなり、27年度から約４千トン減少しまし

た。市民１人１日あたりでは４６７グラムとなり、27年度から9グラム減少しました。

　一方、家庭ごみの内訳を見ると、依然として分別すればリサイクルできる雑がみやプラスチック製容

器包装の混入が多い状況です。

　今年度も、引き続き「ごみ減量キャラバン2017」を実施します。今後も、更なるごみ減量・リサイ

クル推進にむけて、ご協力をお願いいたします。
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ご協力ありがとうございます。
平成32年度目標1人1日450ｇに近づいています

新聞紙, 4

段ボール, 
1

紙パック, 1

雑誌, 4

雑がみ, 19

プラ製容器

包装, 13
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の
で
は
な
く
、
ユ
ー
モ
ア
や
気
付
き
な

ど
人
の
心
に
訴
え
か
け
る
こ
と
で
、
地

域
の
方
々
の
気
持
ち
が
上
向
き
に
な
っ

て
、
み
ん
な
で
支
え
合
い
な
が
ら
、
全

体
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
、
こ
の
取

り
組
み
を
大
変
誇
り
に
思
い
ま
す
。
」

と
挨
拶
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
仙
台
市
連
合
町
内
会

長
会
会
長
の
菅
井
茂
様
か
ら
「
皆
さ
ま

が
ご
み
の
問
題
に
積
極
的
、
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
、
大
変
心
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。
ご
み
の
分
別
・
リ

サ
イ
ク
ル
は
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
が
、
そ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
推
進

員
の
力
添
え
は
欠
か
せ
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
を
一
歩
一
歩

進
め
る
こ
と
が
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
」
と
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
半
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
た
ブ
ラ

タ
モ
リ
に
出
演
さ
れ
た
宮
城
学
院
女
子

大
学
非
常
勤
講
師　

木
村
浩
二
氏
を
講

師
に
お
迎
え
し
て
記
念
講
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
伊
達
政
宗
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し

　

7
月
４
日
（
火
）
、
「
平
成
29
年
度

ク
リ
ー
ン
仙
台
推
進
員
委
嘱
式
・
表
彰

式
」
を
ト
ー
ク
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
仙
台

（
仙
台
市
民
会
館
）
で
開
催
し
、
７
月

か
ら
推
進
員
に
委
嘱
さ
れ
る
方
や
永
年

勤
続
表
彰
者
な
ど
５
１
５
名
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
市
長
か
ら
各
区
の
代
表
の

方
に
委
嘱
状
と
感
謝
状
を
お
渡
し
す
る

と
と
も
に
、
「
市
外
か
ら
来
ら
れ
た
方

に
、
仙
台
は
ご
み
ひ
と
つ
落
ち
て
な
い

き
れ
い
な
街
で
す
ね
と
言
わ
れ
る
こ
と

が
多
々
あ
り
、

大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
仙

台
推
進
員
に

携
わ
っ
て
い

る
方
々
の
活

動
は
大
変
ユ
ニ
ー
ク
だ
と
感
じ
て
お
り
、

マ
ナ
ー
違
反
を
し
て
い
る
人
を
責
め
る

仙
台
市
環
境
局

か
ら
の
お
知
ら
せ
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◆
ダ
ン
ボ
ー
ル
式
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

出
前
講
座　

受
講
団
体
募
集

　

町
内
会
等
の
地
域
団
体
の
皆
さ
ま
の

も
と
へ
、
講
師
が
伺
い
、
講
座
を
行
い

ま
す
。

●
実
施
期
間　

平
成
29
年
10
月
31
日

（
火
）
ま
で

●
対
象　

概
ね
10
人
以
上
の
参
加
が
見

込
ま
れ
る
町
内
会
等
の
地
域
団
体
（
先

着
15
団
体
）

●
会
場　

各
団
体
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

講
座
時
間
は
、
質
疑
応
答
も
含
め
て

約
60
分
、
準
備
・
後
片
づ
け
に
各
30
分

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
会
場
の
確
保
は
、

２
時
間
程
度
必
要
で
す
。

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

受
講
者
の
う
ち
希
望
者
全
員
（
仙
台

市
民
の
方
）
に
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
式
生
ご

み
リ
サ
イ
ク
ル
を
体
験
で
き
る
モ
ニ

タ
ー
セ
ッ
ト
（
腐
葉
土
2.5
㎏
、
米
ぬ
か

1.0
㎏
、
も
み
殻
く
ん
た
ん
0.5
㎏
）
を
差

し
上
げ
ま

す
。
生
ご

み
の
リ
サ

イ
ク
ル
に

取
り
組
ん

で
い
た
だ

き
、
後
日

お
送
り
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

が
対
象
で
す
。

問
・
申 

家
庭
ご
み
減
量
課

電
話 

２
１
４-

８
２
２
９

Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
１
４-

８
２
７
７

◆
み
ん
な
で
備
え
る
マ
イ
Ｍ
ｙ
発
電
補
助
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

平
常
時
に
地
球
温
暖
化
対
策
、
非
常
時

に
通
信
機
器
な
ど
の
非
常
用
電
源
と
し
て

役
立
ち
、
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
に
も
設
置
可
能

な
小
型
太
陽
光
発
電
・
蓄
電
機
器
セ
ッ
ト

の
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
市

民
の
方
の
ほ
か
、
町
内
会
購
入
分
も
補
助

対
象
に
な
り
ま
す
。

●
申
込
期
間　

平
成
30
年
１
月
31
日

（
水
）
ま
で
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

期
限
前
に
受
付
を
終
了
し
ま
す
。）

●
対
象
機
器　

発
電
能
力
１
Ｗ
以
上
の

小
型
太
陽
光
発
電
と
蓄
電
機
器
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
た
も
の
で
、
市
内
の
店
舗
で

購
入
予
定
の
も
の
。

●
補
助
額　

機
器
の
購
入
価
格
（
税
抜
）

の
５
分
の

１
の
額
。

（
発
電
能

力
に
よ
り

上
限
あ

り
。）※

購

入
前
の
申

請
が
必
要

●
申
請
方

法
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問　

環
境
企
画
課 

２
１
４-

８
２
３
２

◆
ご
み
分
別
ア
プ
リ
「
さ
ん
あ
〜
る
」

仙
台
版
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

　

ご
み
収
集
日
の
通
知
や
分
別
方
法
を

検
索
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ

リ
「
さ
ん
あ
～
る
」
仙
台
版
を
配
信
し

て
い
ま
す
。
ア
プ
リ
の
利
用
料
は
無
料

で
す
（
通
信
料
は
各
自
負
担
）
。
各
ス

環境事業所の電話番号

青葉環境事業所　　　２７７－５３００

宮城野環境事業所　　２３６－５３００

若林環境事業所　　　２８９－２０５１

太白環境事業所　　　２４８－５３００

泉環境事業所　　　　７７３－５３００

ト
ア
よ
り
「
さ
ん
あ
ー
る
」
で
検
索
し
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
応
端
末

Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
対
応
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
：

Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
4.0
以
上

ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
：
Ｉ
Ｏ
Ｓ
8.0
以
上

●
主
な
機
能

・
お
住
ま
い
の
地
域
の
ご
み
・
資
源
物
の
収

集
日
の
確
認
・
通
知

・
ご
み
や
資
源
物
の
出
し
方
案
内

・
ご
み
分
別
の
品
目
別
検
索

・
ご
み
の
分
別
な
ど
を
ク
イ
ズ
形
式
で
出
題

・
仙
台
市
か
ら
の
各
種
生
活
情
報
配
信

問　

家
庭
ご
み
減
量
課 

２
１
４-

８
２
２
９

た
講
話
で
は
、

・
江
戸
時
代
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
が
働
い
て
お
り
、
不
用
品
買
取
業
者

や
修
理
業
者
が
存
在
し
、
ご
み
を
出
さ

な
い
生
活
を
こ
こ
ろ
が
け
て
い
た
。

・
仙
台
の
街
は
、
四
ツ
谷
用
水
に
よ
り
、

生
活
用
水
、
農
業
用
水
を
賄
っ
て
お
り
、

地
中
に
浸
透
し
た
水
は
井
戸
水
と
し
て

の
活
用
や
杜
の
都
の
資
源
で
あ
る
屋
敷

林
の
育
成
に
役
立
っ
て
い
た
。

・
用
水
路
は
藩
と
町
方
、
村
方
の
３
者

で
協
働
で
運
営
し
市
中
に
滞
る
こ
と
な

く
水
を
供
給
し
て
い
た
。

な
ど
、
今
年
生
誕
４
５
０
周
年
を
迎
え

る
、
藩
祖
伊
達
政
宗
公
の
行
っ
た
ま
ち

づ
く
り
が
現
代
の
仙
台
の
美
し
い
街
並

み
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
お
話
に

皆
さ
ま
も
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
２９
年
度
ク
リ
ー
ン
仙
台
推
進

員
委
嘱
式
・
表
彰
式
を
開
催
し
ま

し
た

「
ワ
ケ
ア
ッ
プ
！
仙
台
・
ご
み
減
量
キ
ャ
ラ

バ
ン
２
０
１
７
」を
実
施
し
ま
す

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
「
ワ
ケ

ア
ッ
プ
！
仙
台
・
ご
み
減
量

キ
ャ
ラ
バ
ン
２
０
１
７
」
を
10

月
10
日
（
火
）
か
ら
実
施

し
ま
す
。
地
域
の
ご
み
集
積

所
で
ご
み
減
量
・
分
別
の
呼
び

か
け
を
行
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問　

家
庭
ご
み
減
量
課　

２
１
４-

８
２
２
９

「
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！
み
ん
な
の
メ

ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
回
収
し
た
小
型
家
電
か
ら
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
メ
ダ
ル
を
製
作
す
る
「
都
市
鉱
山
か
ら

つ
く
る
！
み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
（
東
京
２
０
２
０
大
会
組
織
委
員

会
）
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
や

パ
ソ
コ
ン
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

回
収
期
間　

平
成
31
年
３
月
ま
で

回
収
場
所　

各
区
役
所
、
総
合
支
所
等
市

内
29
カ
所

問　

家
庭
ご
み
減
量
課　

２
１
４-

８
２
２
９


